
森づくり活動報告書 

場 所 森林インストラクターの森 

日 時 2025年 9月 14日（日）  9：00～13：00 

天 候 蒸し暑い薄曇り 

参加者 横山、藤井、田﨑、前田、星野、芳野、近江、桑原、毛利、大木、沖本 

報告者 沖本 

活動内容 

・「森林インストラクターの森」エリア全体を周遊（自然観察などが目的）するために、回廊の整備

を実施した。 

唐ぐわを使い、山側斜面の土を削り取り、谷側へ踏み固め、斜度のある場所は階段状にして、

付近のアカメガシワやヒノキなどの材で杭打ちや土留めなどを施し、杣道状態から足場のしっ

かりした安全で安心して歩行ができるよう、それぞれが知恵を出し合いながら汗を流した。 

・昼食後、コーヒーを飲みながらの雑談では、最近の旬の話題？“クマ談義“で盛り上がり。 

記 
（今後の 

予定や感想

など）    

・クマ、ハチ、ヘビなどの野生生物は、外敵から自らの身を守るため、それが時には人に危害を

及ぼすこともある。“生態を正しく理解する事”で、むやみに恐れず！無用に立ち入らず！が、

森の案内人「森林インストラクター」として重要かつ大切だと思う。 

＜今後の予定＞ 

・10/5（日）回廊コース上、不要木除去やそれらを利用して整備補修活動の継続を予定。 

・次回の勉強会は、桑原氏による講義を予定。 

 

 

        

 

                     

先ずはストレッチ！ 

 

傾斜箇所は階段状に 

 

まだ、青いマンリョウの実 

（林内に沢山自生！） 


